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◆ キーワード　伝説／八百比丘尼／佐渡／人魚／熊野信仰

「
八
百
比
丘
尼
」
伝
説
の
研
究

│
佐
渡
の
伝
承
と
「
田
屋
」
を
め
ぐ
っ
て
│

冨　

樫　
　

晃

一　

は
じ
め
に

全
国
に
分
布
し
て
い
る
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」
は
、
八
百
比
丘
尼
が
植

樹
し
て
い
っ
た
等
の
単
純
な
話
も
多
い
が
、
八
百
比
丘
尼
の
長
寿
の
理
由

付
け
と
な
っ
た
人
魚
の
肉
な
ど
、
不
老
長
寿
の
食
物
を
比
丘
尼
が
食
べ
た

と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
た
伝
承
も
多
く
あ
る
。

こ
う
し
た
伝
承
の
中
で
、
八
百
比
丘
尼
の
生
家
と
し
て
特
定
の
家
が
語

ら
れ
て
い
る
伝
承
が
各
地
に
い
く
つ
か
あ
り
、
事
例
と
し
て
表
の
例
が
挙

げ
ら
れ
る
。

八
百
比
丘
尼
が
、
こ
う
し
た
特
定
の
生
家
を
持
つ
事
例
の
中
で
、
更
に

特
殊
性
を
持
つ
の
が
佐
渡
の
事
例
で
あ
る
。

佐
渡
の
事
例
の
場
合
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
一
）
比
丘
尼
の
生
家
が
地
元
に
あ
り
、
現
存
し
て
い
る
。

（
二
）
一
度
家
を
出
た
比
丘
尼
が
、
年
を
経
て
再
び
生
家
に
戻
っ
て
く
る
。

（
三
） 

生
家
に
戻
っ
た
比
丘
尼
は
、
怪
し
む
地
元
の
人
々
に
昔
の
地
元
の
故

事
を
語
り
信
用
さ
せ
る
。

（
四
）
再
び
、
比
丘
尼
は
家
を
出
て
、
若
狭
空
印
寺
で
入
定
す
る
。

　
　
八
百
比
丘
尼
の
生
家
と
伝
わ
る
伝
承
一
覧

伝
承
地

生
家
名

長
命
の
理
由

死
没
地

そ
の
他

1
群
馬
県
利
根
郡

月
夜
野
町
小
川

清
治
の
家
の
娘
人
魚
の
肉
若
狭
の
国

（
空
印
寺
）

2
新
潟
県
佐
渡
市

羽
茂
大
石

田
屋
家
の
娘

人
魚
の
肉
若
狭
の
国

（
空
印
寺
）
一
度
生
国
を
出

る
が
、再
び
戻
っ

て
く
る
。

3
新
潟
県
寺
泊
町

野
積
字
岩

高
津
家
（
金
五

郎
）
の
娘

人
魚
の
肉
若
狭
の
国

（
空
印
寺
）
生
家
に
遺
物
有

り

4
富
山
県
中
新
川
郡

館
山
町
下
田

四
郎
兵
衛
家
の

娘

人
魚
の
肉
若
狭
の
国

（
空
印
寺
）

5
富
山
県

黒
部
市
園
家

山
滝
清
一
（
上

清
ど
ん
）
家
の

婆

人
魚
の
肉
若
狭
の
国
大
津
波
の
襲
来

を
預
言

6
石
川
県
鳳
至
郡

柳
田
村
神
和
住

左
衛
門
太
郎
の

遠
祖

人
魚
の
肉
柳
田
村

7
和
歌
山
県
那
賀
郡

貴
志
川
町
丸
栖

高
橋
家
の
娘

人
魚
の
肉
若
狭
の
国

8
京
都
府
京
丹
後
市

丹
後
町
乗
原

大
久
保
家
の
娘
人
魚
の
肉
若
狭
の
国
一
度
生
国
を
出

る
が
、再
び
戻
っ

て
く
る
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特
に
、（
一
）
の
生
家
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
他
の
類
話
で
は
確
認
で

き
ず
、
ま
た
（
二
）
の
八
百
比
丘
尼
か
再
び
生
家
に
戻
っ
て
く
る
話
の
モ

チ
ー
フ
は
、
京
都
府
丹
後
市
以
外
の
他
類
話
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
佐
渡
の
伝
承
は
、
数
あ
る
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
う
ち
、
最

も
「
物
語
性
」
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
比
丘
尼
の
生
家
の
現
存
確

認
で
き
る
事
例
は
、
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、「
八
百
比
丘
尼
」
伝
説
の
形
成

と
定
着
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
八
百
比
丘
尼
の
生
家
「
田
屋
」
を

め
ぐ
る
関
係
を
中
心
と
し
て
論
考
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二　

新
潟
県
佐
渡
市
羽
茂
大
石
の
八
百
比
丘
尼
伝
説

新
潟
県
佐
渡
市
羽
茂
大
石
に
現
存
す
る
八
百
比
丘
尼
の
生
家
と
さ
れ
る

「
田
屋
」
は
、
羽
茂
町
教
育
委
員
会
の
立
て
た
案
内
板
が
家
の
前
に
あ
る
。

こ
の
案
内
板
の
元
と
な
っ
た

伝
説
に
つ
い
て
は
、
大
正
七
年

に
藤ふ
じ
さ
わ澤

衛も
り

彦ひ
こ

に
よ
っ
て
編
集
さ

れ
た
『
日
本
傳
説
叢
書　

佐
渡

の
巻
』
に
よ
る
と
、

　

羽
茂
村
大
字
大
石
の
田
屋

と
い
ふ
小
字
の
處
に
、
八
百

比
丘
尼
の
誕
生
地
と
い
ふ
屋

敷
が
あ
る
。
昔
、
こ
の
里
の

庚
申
待
の
講
中
に
、
一
人
の

怪
し
げ
な
異
人
が
加
入
し
て
を
つ
た
が
、
或
時
、
其
人
の
饗
應
の
番
に
な

る
と
、
嬰
児
の
肉
の
や
う
な
も
の
を
供
膳
し
た
。
講
中
の
多
く
は
、
喰
ふ

事
を
恐
れ
て
、
密
か
に
之
を
放
棄
し
て
帰
っ
た
け
れ
ど
も
、
田
屋
の
爺
ば

か
り
は
、
之
を
懐
中
し
て
帰
り
、
棚
の
上
に
乗
せ
て
置
い
た
と
こ
ろ
、
其

家
の
少
女
が
ふ
と
其
翌
朝
之
を
見
つ
け
て
食
べ
て
し
ま
つ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
は
人
魚
の
肉
で
あ
っ
た
の
で
、
其
の
少
女
は
、
七
十
歳
に
な
っ

て
も
元
の
少
女
の
姿
の
ま
ま
で
、
ち
っ
と
も
容
貌
が
衰
え
な
か
っ
た
。
少

女
は
其
後
、
比
丘
尼
と
な
つ
て
若
狹
國
に
住
ま
っ
た
が
、
久
し
く
経
て
か

ら
、
一
千
歳
の
壽
を
得
て
一
回
佐
渡
に
帰
っ
て
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
然

し
、
其
時
に
は
、
大
石
の
地
形
も
、
人
家
も
大
變
し
て
い
て
、
殆
ん
ど
知

ら
ぬ
他
國
に
異
な
ら
な
か
っ
た
。（
其
帰
郷
の
時
、
里
人
に
粛
愼
の
隈
の

所
在
を
教
え
た
と
い
う
傳
説
も
あ
る
。）

　

で
、
住
む
も
興
為
く
、
八
百
比
丘
尼
は
、
再
び
若
狹
國
に
往
き
、

一
千
年
の
壽
の
う
ち
、
二
百
年
の
壽
を
ば
、
そ
の
國
の
國
主
に
譲
る
と

い
っ
て
、
八
百
歳
を
以
て
往
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
後
神
に
祭

ら
れ
、
八
百
姫
明
神
と
い
ふ
と
。
若
狹
に
於
い
て
も
、
佐
渡
の
國
の
人

と
い
ひ
傳
へ
て
い
る
。）

そ
の
後
、
大
正
十
一
年
に
編
集
さ
れ
た
『
佐
渡
國
誌
』
で
も
、
同
様
の

伝
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

昔
大
石
ノ
里
ニ
八
百
比
丘
尼
ト
云
フ
者
ア
リ
其
ノ
幼
カ
リ
シ
時
其
家

ニ
數
人
會
飲
シ
タ
ル
中
ニ
知
ラ
ヌ
者
一
人
ア
リ
其
人
云
フ
我
家
ニ
モ
筵

田屋家前の八百比丘尼伝説案内板
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ヲ
開
カ
ン
某
日
某
所
ニ
来
レ
我
レ
迎
ヘ
ン
ト
約
シ
テ
別
レ
期
日
其
所
ニ

集
リ
テ
待
チ
シ
ニ
其
人
來
リ
迎
ヘ
テ
目
ヲ
閉
チ
メ
テ
導
キ
テ
一
所
着
ク

乃
チ
目
ヲ
開
ケ
ハ
一
大
屋
ニ
シ
テ
装
飾
整
備
セ
リ
皆
驚
嘆
ス
宴
罷
テ
将

ニ
歸
ラ
ン
ト
ス
其
人
異
肴
ヲ
調
ヘ
テ
之
ヲ
出
ス
衆
之
ヲ
怪
ミ
皆
海
ニ
投

シ
テ
去
ル
獨
リ
女
ノ
父
泥
酔
シ
覺
エ
ス
携
ヘ
テ
家
ニ
歸
レ
リ
女
之
ヲ
喜

ヒ
食
フ
是
レ
即
チ
人
魚
ナ
リ
之
レ
カ
爲
ニ
其
女
年
數
百
歳
ニ
至
ル
モ
容

顔
衰
ヘ
ス
後
世
ヲ
厭
ヒ
尼
ト
ナ
リ
若
狹
國
ニ
往
キ
住
ム
事
又
幾
百
年
ニ

シ
テ
再
ヒ
大
石
ノ
里
ニ
歸
リ
シ
ニ
村
民
皆
之
レ
ヲ
怪
ム
尼
云
フ
余
ハ
元

此
ノ
里
ノ
人
ナ
リ
余
カ
若
カ
リ
シ
時
此
ノ
浦
ノ
神
邪
鬼
ヲ
罪
シ
殺
シ
テ

埋
メ
メ
タ
ル
所
ア
リ
粛
愼
隈
ト
云
フ
彼
處
ノ
大
石
ノ
下
是
ナ
リ
ト
掘
リ

テ
見
レ
ハ
巨
人
ノ
骸
骨
出
テ
、
人
驚
異
シ
タ
リ
尼
復
タ
若
狹
ニ
往
キ
國

守
ニ
二
百
歳
ノ
壽
ヲ
譲
リ
八
百
歳
ニ
シ
テ
歿
セ
リ
守
之
ヲ
憐
ミ
祠
ヲ
建

テ
之
ヲ
祭
リ
八
百
姫
明
神
ト
號
ス

ま
た
『
佐
渡
國
史
』
に
は
、
若
狹
彦
神
社
宮
司
談
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
若
狹
に
も
八
百
比
丘
尼
が
佐
渡
の
人
で
あ
る
と
の
伝
え
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

『
日
本
傳
説
叢
書　

佐
渡
の
巻
』
や
『
佐
渡
國
誌
』
に
書
か
れ
て
い
る

八
百
比
丘
尼
が
佐
渡
の
出
身
で
あ
る
と
の
若
狭
の
伝
承
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
福
井
県
の
伝
説
』（
河
合
千
秋
編　

昭
和
十
一

年　

福
井
県
鯖
江
女
子
師
範
学
校
郷
土
研
究
部
『
日
本
伝
説
大
系
第
六
巻
』

所
収
）
に
よ
る
と
、
小
浜
市
の
伝
承
と
し
て
、
以
下
の
佐
渡
羽
茂
に
ま
つ
わ

る
伝
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

諸
国
行
脚
の
六
部
が
佐
渡
の
羽
茂
村
の
羽
茂
長
者
に
一
宿
し
た
。
長
者

は
宝
物
を
次
々
に
六
部
に
見
せ
る
が
問
題
に
さ
れ
な
い
。
六
部
は
小
さ
な

石
塊
を
取
り
出
し
、
盆
に
載
せ
る
と
霧
を
吹
き
出
し
黒
雲
わ
き
起
こ
り
雨

が
降
り
注
い
だ
。
や
が
て
島
の
形
に
人
家
や
樹
木
が
見
え
、
家
の
周
囲
の

白
椿
が
咲
き
始
め
た
。
次
に
大
盆
に
移
す
と
、
そ
れ
に
つ
れ
て
石
塊
も
大

き
く
な
り
、
流
れ
出
た
水
が
お
盆
の
海
に
注
ぎ
だ
し
た
。
黄
昏
時
、
鐘
撞

堂
か
ら
下
り
て
く
る
一
少
女
が
い
る
。
石
を
片
付
け
る
時
長
者
の
家
の
老

僕
が
こ
っ
そ
り
と
自
分
の
袂
に
忍
ば
せ
た
。
長
者
は
六
部
に
自
分
の
宝
物

す
べ
て
と
そ
の
石
塊
を
交
換
し
よ
う
と
言
う
が
、
六
部
は
断
り
、
代
わ
り

に
不
老
長
寿
の
霊
肉
を
差
し
出
す
。
翌
日
六
部
を
騙
し
討
ち
に
し
よ
う
と

す
る
と
六
部
は
石
塊
を
表
に
投
げ
て
逃
走
す
る
。
石
塊
は
門
石
に
当
た
っ

て
二
つ
に
砕
け
、
合
わ
せ
て
も
元
通
り
に
な
ら
な
い
。
一
方
、
老
僕
は
我

家
に
帰
る
途
中
袂
を
見
る
と
、
少
女
は
消
え
昨
夜
拾
っ
て
お
い
た
霊
肉
の

包
み
だ
け
が
入
っ
て
い
た
の
で
家
の
棚
の
上
に
投
げ
て
お
い
た
。
帰
宅
す

る
と
例
の
石
塊
島
の
少
女
が
十
五・
六
歳
の
娘
の
姿
で
出
迎
え
た
。
二
人

は
そ
れ
か
ら
父
娘
と
し
て
暮
ら
し
た
が
、
娘
が
棚
の
上
の
霊
肉
を
食
べ

た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
い
つ
ま
で
も
十
五・六
歳
の
少
女
の
ま
ま
だ
っ
た
。

千
年
の
寿
命
を
保
つ
は
ず
だ
っ
た
が
、
八
百
歳
の
時
、
若
狹
の
国
の
殿
様

に
寿
命
を
譲
り
生
涯
を
終
え
た
。
少
女
は
八
百
姫
明
神
と
祭
ら
れ
、
八
百

比
丘
尼
と
称
せ
ら
れ
た
。

こ
の
伝
説
で
は
、
佐
渡
に
伝
わ
る
伝
説
と
特
に
話
の
前
半
部
分
が
大
き

く
異
な
っ
て
お
り
、
八
百
比
丘
尼
の
生
家
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。



15

三　

八
百
比
丘
尼
の
生
家
「
田
屋
」
に
つ
い
て

そ
れ
で
は
、「
八
百
比
丘
尼
」
の
生
家
と
の
伝
承
を
持
つ
佐
渡
市
羽
茂
大

石
に
現
存
す
る
「
田
屋
」
と
は
ど
の
よ
う
な
家
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
「
田
屋
」
家
は
、
当
主
の
藤
井
弘
氏
が
数
年
前
に
亡
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
妻
で
あ
る
藤
井
二
三
四
氏
（
昭
和
八
年
生
）
か
ら
、
八
百
比
丘

尼
、
そ
の
他
田
屋
に
ま
つ
わ
る
話
を
下
記
の
と
お
り
聞
い
た
。

・ 

八
百
比
丘
尼
の
話
は
、
前
当
主
藤
井
弘
氏
が
詳
し
か
っ
た
が
、（
平
成

三
年
に
福
井
県
小
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
八
百
比
丘
尼
サ

ミ
ッ
ト
Ｉ
Ｎ
若
狭
小
浜
」
に
も
出
席
さ
れ
た
と
の
こ
と
。）
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
、
自
分
は
詳
し
く
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

・ 

藤
井
田
屋
家
で
は
、
昔
か
ら
代
々
、
羽
茂
町
井
尻
に
あ
る
「
熊
野
神

社
」（
旧
称
熊
野
権
現
）
と
自
宅
敷
地
内
に
あ
る
「
瑠
璃
薬
師
堂
」（
耳

薬
師
）
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

・ 

井
尻
の
熊
野
神
社
に
つ
い
て
は
、
田
屋
当
主
が
氏
子
総
代
と
し
て
、

永
久
当
番
と
な
っ
て
い
る
。（
現
在
は
、
二
三
四
氏
の
娘
婿
）
他
は
、

大
石
か
ら
一
軒
、
井
尻
か
ら
二
軒
の
当
番
を
輪
番
で
出
し
て
い
る
。

氏
子
は
、
大
石
、
大
石
平
、
井
尻
地
区
の
三
十
五
戸
で
あ
る
。

・ 

熊
野
神
社
の
祭
日
は
、
十
二
月
三
十
一
日
、
一
月
十
五
日
、
六
月

十
五
日
と
な
っ
て
お
り
、
氏
子
で
お
参
り
す
る
。

・ 

瑠
璃
薬
師
堂
の
管
理
は
女
が
や
り
、
管
理
は
田
屋
を
含
め
て
四
軒
で

や
っ
た
。

以
上
の
話
か
ら
、
こ
の
藤
井
田
屋
家
で
は
、「
熊
野
神
社
」
の
永
久
氏
子

総
代
や
「
元
禄
検
地
帳
」
に
記
載
が
あ
る
「
瑠
璃
薬
師
堂
」
の
管
理
者
な

ど
、
こ
の
地
域
の
宗
教
的
行
事
を
取
り
仕
切
る
家
と
し
て
、
非
常
に
重
要

な
立
場
に
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
田
屋
」
の
分
家
と
し
て
、
隣
接
地
に
藤
井
甚
兵
衛
家
が

あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
、
羽
茂
飯
岡
に
あ
る
佐
渡
國
一
宮
「
度
津
神
社
」
の

境
内
末
社
で
あ
る
「
飯
岡
八
幡
宮
」
の
流
鏑
馬
神
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い

る
家
で
あ
り
、
藤
井
甚
兵
衛
家
の
藤
井
ミ
サ
ホ
氏
（
昭
和
十
一
年
生
）
に

話
を
以
下
の
と
お
り
聞
い
た
。

・ 

藤
井
甚
兵
衛
家
の
当
主
も
数
年
前
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
ミ
サ
ホ
氏

も
藤
井
甚
兵
衛
家
の
詳
し
い
由
来
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
昔
「
田
屋
」

か
ら
分
家
し
た
家
だ
と
聞
い
て
い
る
。

・ 

藤
井
甚
兵
衛
家
が
、
飯
岡
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
を
取
り
仕
切
る
こ

と
に
な
っ
た
理
由
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
代
々
の
し
き
た
り
ど
お
り
、

毎
年
四
月
二
十
三
日
の
度
津
神
社
の
祭
礼
と
一
緒
に
行
わ
れ
る
流
鏑

馬
神
事
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

・ 

神
事
の
準
備
で
は
、
祭
礼
の
前
日
、
飯
岡
八
幡
宮
か
ら
の
使
者
（
射

手
子
、
介
添
、
神
馬
）
を
大
石
の
入
り
口
ま
で
で
迎
え
、
藤
井
甚
兵

衛
家
前
の
浜
で
「
ミ
ソ
ギ
式
」
を
行
っ
た
後
、
藤
井
甚
兵
衛
家
で
直

来
行
事
を
行
っ
た
後
、
使
者
は
飯
岡
八
幡
宮
へ
帰
る
。

・ 

直
会
の
行
わ
れ
る
部
屋
に
は
、
度
津
神
社
、
八
幡
神
社
、
熊
野
神
社
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の
掛
け
軸
が
掛
け
ら
れ
る
。

・ 
近
隣
の
ど
ん
ど
焼
き
（
ト
ウ
ド
リ
ヤ
）
も
藤
井
甚
兵
衛
家
で
取
り
仕

切
っ
て
い
る
。

以
上
の
話
か
ら
、
田
屋
の
分
家
筋
で
あ
る
藤
井
甚
兵
衛
家
も
田
屋
と
同

じ
よ
う
に
重
要
な
立
場
に
あ
る
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
宗
教
行
事
を
取
り
仕
切
る
に
は
、
多
大
な
費
用
と
労
力
が
発

生
し
、
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る
家
筋
で
な
け
れ
ば
、
非
常
に
難
し
い
こ
と

で
あ
り
、
か
つ
て
田
屋
の
当
主
が
、「
甚
兵
衛
は
田
屋
の
分
家
で
、
田
屋
家

が
熊
野
神
社
の
守
を
す
る
し
、
甚
兵
衛
家
が
飯
岡
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
の
ミ

ソ
ギ
の
世
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
役
を
分
け
た
」
と
語
っ
て
お
り
、
宗

教
行
事
に
掛
か
る
多
大
な
労
力
・
金
銭
的
な
負
担
を
分
家
と
い
う
方
法
で
、

分
散
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
は
「
田
屋
」
で
こ

れ
ら
全
て
の
行
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
現
在
、
羽
茂
地
域
に
お
い
て
重
要
な
宗
教
的
役
割
を
果
た
し
て

い
る
「
田
屋
」
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
立
場
に
な
り
得
た
か
を
歴
史
資
料

等
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

こ
の
、
藤
井
田
屋
家
が
永
久
氏
子
総
代
と
な
っ
て
い
る
「
熊
野
神
社
」

（
旧
称
熊
野
権
現
）
は
田
屋
家
の
あ
る
大
石
集
落
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

西
の
井
尻
集
落
に
あ
る
。

こ
の
熊
野
神
社
に
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
元
享
二
年
（
一
三
二
二
）
の
年

号
が
入
っ
た
古
い
棟
札
（
写
真
二
）
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
棟
札
の
記
載

に
、
熊
野
神
社
の
殿ど
の

内う
ち

（
神
主
）
と
し
て
、
藤
井
宗
正
の
名
が
見
え
、
こ

の
人
物
は
藤
井
田
屋
家
と
見
ら
れ
て
お
り
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
繕

写
を
行
っ
た
際
の
社
人
藤
井
甚
太
郎
も
藤
井
田
屋
家
の
人
で
あ
る
。

こ
の
棟
札
に
は
、
熊
野
神
社
建
立
の
寄
付
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
、
羽

茂
領
主
本
間
氏
一
族
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
と
と
も
に
、「
禅
定
比
丘
尼
妙

道
は
用
途
十
貫
」
と
書
か
れ
、
熊
野
比
丘
尼
が
建
立
の
寄
付
を
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
、「
禅
定
比
丘
尼
妙
道
」
に
つ
い
て
、『
佐
渡
神
社
誌
』
大
正

十
五
年
に
は
、「
村
社
熊
野
神
社
」（
大
石
字
井
尻
一
一
九
二
番
地
鎮
座
）
由

熊野神社（熊野権現）棟札熊野神社（熊野権現）棟札



17

緒
と
し
て
、「
創
立
年
代
未
詳
、
口
碑
に
禅
定
比
丘
尼
妙
道　
（
當
地
田
屋
の

八
百
比
丘
尼
の
法
名
な
り
、
往
昔
比
丘
尼
は
八
百
歳
の
長
寿
を
た
も
ち
し
よ

り
斯
は
い
ふ
な
り
）
の
創
立
大
同
三
戌
子
年
三
月
社
殿
再
建
の
由
傳
ふ
る
も

社
蔵
の
棟
札
は
弘
安
七
年
以
前
の
も
の
は
書
體
祥
な
ら
ず
」
と
し
て
記
さ
れ

て
お
り
、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
創
建
の
古
伝
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
に
、
藤
衛
門
入
道
行
要
は
巫
女
五
人
、
神じ

人に
ん

六
人
と
の
記
載
が
あ
り
、

地
域
の
信
仰
拠
点
と
し
て
熊
野
権
現
を
建
立
す
る
に
当
た
り
、
神
事
を
司

る
集
団
を
配
置
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

熊
野
神
社
に
は
、
そ
の
後
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
の
修
理
棟
札
も
残
っ

て
お
り
、
こ
の
中
に
も
、「
殿
内
藤
井
左
衛
門
四
郎
」
の
名
が
見
え
、
江
戸
時

代
の
「
佐
渡
國
神
社
境
内
案
内
帳
」
に
も
「
大
石
熊
野
権
現　

社
人
（
藤
井
）

太
郎
兵
衛
」
と
出
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
熊
野
神

社
は
井
尻
集
落
に
鎮
座
し

て
い
る
が
、
現
在
の
住
所

も
大
石
の
飛
び
地
と
な
っ

て
お
り
、
大
石
の
藤
井
田

屋
家
の
影
響
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
藤
井
田
屋
家
は

熊
野
神
社
建
立
時
の
中
世

よ
り
、
羽
茂
領
主
に
近
い

位
置
に
あ
る
宗
教
的
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
、
禅
定
比
丘
尼
妙
道
（
八
百
比

丘
尼
と
さ
れ
る
）
と
は
、
熊
野
神
社
創
立
者
と
神
主
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。

こ
の
熊
野
神
社
に
つ
い
て
は
、
神
社
由
来
の
聞
き
書
き
と
し
て
、
明
治

三
十
四
年
に
『
熊
野
神
社
旧
記
取
調
書
』「
当
社
合
殿
傳
説
」
と
し
て
、
熊

野
神
社
神
主　

藤
井
甚
太
郎
（
田
屋
）
と
同
社
鍵
取　

岡
崎
与
十
郎
連
名

で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
は
、
八
百
比
丘
尼
伝
説
に
関
わ
る
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

熊
野
神
社
旧
記
取
調
書

明
治
三
十
四
年
十
二
月

　

氏
子
総
代　

春
日
庫
次
郎

　

取
調
人　
　

春
日
庫
次
郎　

春
日
醍
次
郎　

春
日
辧
次
郎

当
社
合
殿
傳
説

　

一　

 

往
古
十
二
社
合
殿　

此
分
社
、
旧
大
石
村
及
ビ
近
村
ニ
有
之
ト
傳

フ
。
此
内
当
社
ニ
八
幡
宮
鎮
座
之
節
、
毎
年
九
月
一
五
日
ヲ
シ
テ

祭
礼
ト
シ
、流
鏑
馬
之
式
ヲ
行
フ
ト
傳
フ
ニ
今
其
用
具
ヲ
保
存
ス
。

但
シ
、
方
今
同
郡
飯
岡
村
八
幡
宮
之
流
鏑
馬
之
式
是
也
ト
傳
フ
。

　

一　

 

神
領
ニ
大
木
老
松
ア
リ
。
是
ハ
比
丘
尼
妙
道
直
植
二
代
目
之
松

ト
言
フ
。
妙
道
之
遺
言
此
松
枯
タ
ル
時
ハ
我
死
タ
リ
ト
思
ヘ
シ

ト
傳
フ
。
是
故
ニ
付
今
ニ
諸
人
八
百
比
丘
尼
ト
言
フ
是
也
。」

　

一　
 

比
丘
尼
妙
道
ハ
何
国
之
産
、
何
年
間
之
生
年
共
不
知
、
往
年
藤

井
甚
太
郎
ニ
仮
住
居
諸
国
ヲ
遍
暦
シ
、
佐
渡
江
帰
住
之
時
甚
太

郎
六
代
之
孫
ニ
対
面
ス
ト
傳
説
ア
リ
。
此
故
ニ
、
是
ヲ
郷
里
之

人
今
ニ
八
百
比
丘
ト
唱
フ
。

熊野神社拝殿
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一　

 

往
古
除
地
田
六
反
歩
所
有
之
処　

う
ち
三
反
歩
ハ
字
東
坪
大
石

ニ
有
、
残
三
反
歩
ハ
清
士
岡
村
ニ
有
之
、
右
除
地
地
面
ハ
当
時

民
有
ニ
相
成
居
候
成
。

　

一　
 

前
記
八
百
比
丘
尼
代
々
藤
井
甚
太
郎
ニ
住
シ
ア
リ
シ
ガ
、
往
年

其
終
ル
所
ヲ
不
知
ト
傳
之
。

　

一　

 

俗
説
ニ
曰
ク
、
熊
野
神
社
之
開
基
本
願
ハ
必
ス
八
百
比
丘
尼
、

宮
殿
建
立
ハ
飛
弾
内
匠
ニ
相
違
ナ
キ
ノ
亊
ト
古
老
之
傳
聞
説
ア

リ
云
々
。

神
主　

藤
井
甚
太
郎

鍵
取　

岡
崎
与
十
郎

こ
こ
で
藤
井
田
屋
家
よ
り
語
ら
れ
る
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」
は
、『
日

本
傳
説
叢
書　

佐
渡
の
巻
』
や
『
佐
渡
國
誌
』
で
の
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」

と
は
大
い
に
異
な
る
伝
承
と
な
っ
て
い
る
。

四　
「
当
社
合
殿
傳
説
」
に
み
る
藤
井
田
屋
家
の
伝
承

『
熊
野
神
社
旧
記
取
調
書
』「
当
社
合
殿
傳
説
」
で
藤
井
田
屋
家
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
」
に
つ
い
て
、
細
か
く
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）
祭
祀
者
と
し
て
の
田
屋

「
此
内
当
社
ニ
八
幡
宮
鎮
座
之
節
、毎
年
九
月
一
五
日
ヲ
シ
テ
祭
礼
ト
シ
、

流
鏑
馬
之
式
ヲ
行
フ
ト
傳
フ
ニ
今
其
用
具
ヲ
保
存
ス
。
但
シ
、
方
今
同
郡

飯
岡
村
八
幡
宮
之
流
鏑
馬
之
式
是
也
ト
傳
フ
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
熊
野

神
社
建
立
以
前
、
こ
の
敷
地
に
八
幡
宮
が
鎮
座
し
流
鏑
馬
を
行
っ
て
い
た

が
、
今
は
飯
岡
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
が
こ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。飯
岡
八
幡
宮
は
熊
野
神
社
よ
り
古
い
正
和
二
年（
一
三
一
三
）

の
棟
札
が
残
っ
て
お
り
、
八
幡
は
古
来
よ
り
源
氏
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
熊
野
神
社
建
立
以
前
に
同
じ
場
所
に
源
氏
系
で
あ
る

領
主
羽
茂
本
間
氏
に
つ
な
が
る
地
域
の
氏
神
と
し
て
、
八
幡
宮
が
祀
ら
れ

て
い
た
も
の
が
、
飯
岡
八
幡
宮
に
移
転
し
た
と
見
ら
れ
る
。

藤
井
田
屋
家
が
も
と
も
と
、
そ
の
八
幡
宮
の
祭
祀
者
で
あ
っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
現
在
田
屋
家
と
そ
の
分
家
甚
兵
衛
家
が
担
っ
て
い
る
熊
野
神
社

祭
祀
と
飯
岡
八
幡
宮
祭
祀
は
、
こ
の
時
か
ら
の
流
れ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
俗
説
ニ
曰
ク
、
熊
野
神
社
之
開
基
本
願
ハ
必
ス
八
百
比
丘
尼
、
宮
殿
建

立
ハ
飛
弾
内
匠
ニ
相
違
ナ
キ
ノ
亊
ト
古
老
之
傳
聞
説
ア
リ
云
々
。」
に
出
て

く
る
熊
野
神
社
開
基
の
八
百
比
丘
尼
は
、『
佐
渡
神
社
誌
』
に
あ
る
と
お
り
、

元
享
二
年
（
一
三
二
二
）
の
棟
札
に
あ
る
禅
定
比
丘
尼
妙
道
と
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
既
に
建
立
の
時
点
で
八
百
歳
の
比
丘
尼
と
さ
れ
て
い
た
か
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

柳
田
國
男
「
山
島
民
譚
集
二　

第
六　

八
百
比
丘
尼
」
に
お
い
て
、

「
八
百
比
丘
尼
の
年
代
は
、『
中
原
安
富
記
』、『
臥
雲
日
件
録
』、『
唐
橋
綱

光
卿
記
』
の
西
暦
一
四
四
九
年
の
同
時
代
日
記
で
、
八
百
比
丘
尼
が
京
都

に
来
て
、
持
て
囃
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
り
」
と
大
石
の
熊
野
権
現
建
立

よ
り
約
百
年
後
に
、
世
間
で
大
い
に
長
寿
の
比
丘
尼
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
記
録
が
定
か
で
な
く
、
大
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石
熊
野
権
現
建
立
の
熊
野
比
丘
尼
は
、
当
初
長
寿
伝
説
を
ま
と
っ
て
い
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
い
つ
か
ら
か
後
付
け
さ
れ
た
伝
説
の
人
物
と
し
て

の
八
百
比
丘
尼
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
熊
野
神
社
は
、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
創
建
の
古
伝
が
あ
る
が
、

大
同
の
頃
に
は
、
熊
野
信
仰
が
佐
渡
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
創
建
の
古
伝
は
元
享
二
年
（
一
三
二
二
）

の
建
立
後
に
、
比
丘
尼
の
生
ま
れ
た
頃
の
年
号
を
当
て
は
め
て
作
り
出
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
熊
野
比
丘
尼
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
田
屋

「
比
丘
尼
妙
道
ハ
何
国
之
産
、
何
年
間
之
生
年
共
不
知
、
往
年
藤
井
甚

太
郎
ニ
仮
住
居
諸
国
ヲ
遍
暦
シ
、
佐
渡
江
帰
住
之
時
甚
太
郎
六
代
之
孫
ニ

対
面
ス
ト
傳
説
ア
リ
。
此
故
ニ
、
是
ヲ
郷
里
之
人
今
ニ
八
百
比
丘
ト
唱
フ
。

前
記
八
百
比
丘
尼
代
々
藤
井
甚
太
郎
ニ
住
シ
ア
リ
シ
ガ
、
往
年
其
終
ル
所

ヲ
不
知
ト
傳
之
。」
と
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
下
記
表
二
の
よ
う
に
広
く
知

ら
れ
て
い
る
八
百
比
丘
尼
伝
説
と
は
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
。

　
「
日
本
傳
説
叢
書　
佐
渡
の
巻
」、「
当
社
合
殿
傳
説
」
対
比
表

日
本
傳
説
叢
書

佐
渡
の
巻

当
社
合
殿
傳
説

出
生

田
屋
の
娘

不
明

所
在

大
石
を
出
て
一
度
若
狭
に
住
む

が
、
長
い
時
を
経
て
一
度
故
郷
に

戻
る
。

藤
井
甚
太
郎
に
仮
住
居
し
て
諸
国

を
遍
暦
し
、
甚
太
郎
六
代
之
孫
に

対
面
す
る
。

死
没

若
狭
の
国

不
明

こ
の
伝
承
に
よ
る
と
、
比
丘
尼
は
ど
こ
で
い
つ
生
ま
れ
た
か
判
ら
な
い

が
、
代
々
の
藤
井
甚
太
郎
家
を
仮
住
ま
い
と
し
て
、
諸
国
を
巡
礼
し
て
お

り
、
更
に
ど
こ
で
死
ん
だ
か
も
知
ら
な
い
と
な
っ
て
お
り
、
田
屋
を
生
家

と
し
、
若
狭
で
死
ん
だ
と
の
従
来
の
伝
承
と
は
大
い
に
異
な
る
。

「
往
年
藤
井
甚
太
郎
ニ
仮
住
居
諸
国
ヲ
遍
暦
シ
、
佐
渡
江
帰
住
之
時
甚
太

郎
六
代
之
孫
ニ
対
面
ス
ト
傳
説
ア
リ
。」
と
の
伝
承
は
、『
日
本
傳
説
叢
書　

佐
渡
の
巻
』
で
の
「
大
石
を
出
て
一
度
若
狭
に
住
む
が
、
長
い
時
を
経
て

一
度
故
郷
に
戻
る
。」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在

伝
わ
る
八
百
比
丘
尼
伝
説
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
伝
承
で
判
る
こ
と
は
、
田
屋
家
に
何
代
に
も
亘
っ
て
比
丘

尼
が
仮
住
ま
い
を
し
な
が
ら
、
諸
国
伝
道
の
旅
に
出
て
い
る
こ
と
と
な
り
、

田
屋
家
が
熊
野
比
丘
尼
達
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
井
尻
の
熊
野
神
社
棟
札
の
「
巫
女
五
人
、
神
人
六
人
」
と
の
記

載
に
あ
る
ご
と
く
、
熊
野
信
仰
に
関
わ
る
巫
女
及
び
神
人
は
、「
熊
野
比
丘

尼
」、「
熊
野
山
伏
」
と
称
さ
れ
、
紀
州
熊
野
権
現
の
信
仰
を
広
め
る
た
め

に
、
六
道
絵
に
よ
る
説
法
を
お
こ
な
い
つ
つ
、
諸
国
を
遊
行
し
た
宗
教
者

で
あ
る
。

佐
渡
の
熊
野
宗
教
者
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
禅
定
比
丘
尼
妙
道
が
羽

茂
に
熊
野
権
現
を
建
立
し
て
か
ら
三
百
年
程
経
っ
た
『
明
暦
二
年
申
年
宗

門
帳
』（
一
六
五
六
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
佐
渡
国
上
相
川
九
郎
左
衛
門

町
の
熊
野
比
丘
尼
二
八
名
、
小
比
丘
尼
二
名
、
山
伏
七
名
の
出
身
国
・
名

前
・
年
齢
・
来
島
年
を
書
き
上
げ
た
宗
門
改
帳
で
あ
り
、
熊
野
比
丘
尼
に
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関
す
る
三
十
名
の
記
載
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、

『
明
暦
二
年
申
年
宗
門
帳
』
上
相
川
九
郎
左
衛
門
町

年
寄　

越
前
源
太
郎　

中
使　

五
郎
左
衛
門

　

熊
野
比
丘
尼

　
　
（
出
身
国
）

 
（
法
名
） 

（
年
齢
） 

（
来
島
年
）

　

一　

伊
勢 
清
宝 

年
四
十
六 

寛
永
三
年
当
国
へ

　

一　

遠
江 

知
恵 

年
五
十
六 

慶
長
十
九
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

清
薫 
年
四
十
七 

寛
永
八
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

慶
宝 
年
四
十
八 

寛
永
八
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

慶
虎 

年
五
十
六 

元
和
七
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

利
徳 

年
二
十
三 
正
保
三
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

奥
遊 

年
十
九 
慶
安
二
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

慶
音 

年
二
十 
承
応
元
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

慶
正 

年
十
九 

承
応
元
年
当
国
へ

　

一　

佐
渡 

遊
珍 

年
十
九

　

一　

佐
渡 

朱
珍 

年
二
十
四

　

一　

佐
渡 

朱
養 

年
二
十
八

　

一　

佐
渡 

朱
輪 

年
二
十
一

　

一　

佐
渡 

沙
弥 

年
十
七

　

一　

佐
渡 

す
き 

年
十
一

　

一　

佐
渡 

つ
う 

年
九

　

一　

佐
渡 

遊
輪 

年
八

　

一　

伊
勢 

清
徳 

年
十
六 

承
応
元
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

清
養 

年
三
十
二 

寛
永
十
三
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

清
景 

年
三
十
二 

寛
永
八
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

清
輪 

年
四
十
二 

正
保
三
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

せ
き 

年
十
二 

承
応
元
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

利
貞 

年
四
十
五 

寛
永
八
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

朱
貞 

年
十
六 

承
応
元
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

朱
徳 

年
四
十
四 

寛
永
三
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

智
善 

年
四
十
一 

寛
永
三
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

利
慶 

年
三
十
九 

寛
永
五
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

利
賢 

年
二
十
九 

寛
永
十
八
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

永
金 

年
十
五 

寛
永
二
十
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

智
養 

年
三
十
四 

寛
永
八
年
当
国
へ

熊
野
山
伏

　

一　

伊
勢 

常
学
院 

年
三
十
四 

寛
永
八
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

し
ょ
う
納
言 

年
十
八 

慶
安
二
年
当
国
へ

清
音
弟
子
熊
野
山
伏

　

一　

佐
渡 

右
京 

年
十
八

　

一　

佐
渡 

式
部 

年
二
十
三

　

一　

伊
勢 

わ
か
さ 

年
二
十 

承
応
元
年
当
国
へ

　

一　

伊
勢 

さ
い
せ
う 

年
二
十
一 

承
応
元
年
当
国
へ

　

一　

伊
賀 

左
京 

年
三
十
五 

寛
永
八
年
当
国
へ

合
三
十
七
人　

内
比
丘
尼
二
十
八
人　

小
比
丘
尼
二
人　

山
伏
七
人　

右
禅
宗
常
徳
寺
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一
六
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
多
く
の
熊
野
宗
教
者
が
佐
渡
に
来
島
し
、
定

着
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
熊
野
の
伝
道
者
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
熊
野
権
現
（
神
社
）

の
勧
進
に
つ
い
て
は
、
田
屋
の
あ
る
羽
茂
で
は
、
海
岸
部
を
中
心
に
熊
野

関
連
の
神
社
が
点
在
し
て
お
り
、
宝
暦
年
間
の
「
佐
渡
国
寺
社
境
内
案
内

帳
」
に
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
以
下
の
五
箇
所
が
あ
る
。

一　

 

熊
野
権
現　

大
石
村
井
尻
（
八
百
比
丘
尼
開
基
伝
承
が
あ
り
田
屋

家
が
関
わ
っ
て
い
る
）

二　

本
宮
大
明
神　

大
石
村
岡
田　
　

三　

新
宮
大
明
神　

大
石
村
岡
田

四　

本
宮
大
明
神　

羽
茂
本
郷

五　

十
二
権
現　
　

村
山
村

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
佐
渡
に
お
い
て
は
、
中
世
期
か
ら
近
世
期
に
亘
っ

て
、
熊
野
信
仰
に
関
わ
る
人
々
が
活
発
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

五　

ま
と
め

佐
渡
国
内
の
歴
史
資
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
佐
渡
に
は
中
世
、
近
世
期

に
国
外
か
ら
、
多
く
の
熊
野
比
丘
尼
が
訪
れ
、
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
当
社
合
殿
傳
説
」
で
の
伝
承
か
ら
は
、
熊
野
比
丘
尼
が
時
間
を
経
て
代

替
わ
り
し
な
が
ら
、
田
屋
家
を
布
教
の
拠
点
と
し
て
、
活
動
を
行
っ
て
い

た
も
こ
と
が
わ
か
り
、
熊
野
比
丘
尼
の
何
代
に
も
亘
っ
た
活
動
が
、
そ
の

後
同
一
人
物
と
し
て
の
「
八
百
比
丘
尼
」
に
比
定
さ
れ
伝
説
を
形
成
し
て

い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
八
百
比
丘
尼
が
藤
井
田
屋
家
を
祖
と
す
る
伝
説
の
形
成
に
は
、

藤
井
田
屋
家
が
直
接
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、「
当
社
合
殿
傳
説
」

で
の
藤
井
田
屋
家
の
伝
承
か
ら
伺
え
、
熊
野
神
社
の
祭
祀
者
と
い
う
視
点

か
ら
、「
八
百
比
丘
尼
」
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
、「
当
社
合
殿
傳
説
」
に
み
る
藤
井
田
屋
家
の
伝
承
と
、『
日

本
傳
説
叢
書　

佐
渡
の
巻
』、『
佐
渡
國
史
』
等
、
現
在
に
伝
わ
る
八
百
比

丘
尼
伝
説
の
内
容
が
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
、「
当
社
合
殿
傳
説
」
に
「
此

故
ニ
、
是
ヲ
郷
里
之
人
今
ニ
八
百
比
丘
ト
唱
フ
。」
と
、
村
人
の
間
で
、

八
百
比
丘
尼
伝
説
が
広
く
流
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
示
唆
さ
れ
る
。

こ
の
現
在
伝
わ
る
佐
渡
の
八
百
比
丘
尼
伝
説
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
的
に
見

て
、
完
成
度
が
高
く
、
ま
た
各
地
の
八
百
比
丘
尼
の
生
家
と
伝
え
ら
れ
る

伝
承
と
類
似
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
伝
承
の
元
と
な
っ
た
何
ら

か
の
書
承
（
テ
キ
ス
ト
）
の
存
在
が
考
え
ら
れ
、
佐
渡
羽
茂
の
本
州
側
対

岸
で
あ
る
新
潟
県
三
島
郡
寺
泊
町
で
は
、
佐
渡
の
伝
説
と
非
常
に
似
通
っ

た
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、「
八
百
比
丘
尼
物
語
」
と
い
う
書
承
の
存
在

が
記
さ
れ
て
い
る
。

近
世
に
現
れ
る
八
百
比
丘
尼
伝
説
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
『
本
朝
神
社

考
』
や
、『
若
狭
国
伝
記
』（
櫻
井
曲
全
子　

寛
文
年
間
一
六
六
〇
年
頃
）、

『
若
耶
群
談
』（
千
賀
璋　

延
宝
八
年
一
六
八
〇
年
）、『
八
百
比
丘
尼
縁
起
』

（
若
州
小
浜
神
明
宮
神
主
菊
地
肥
後
守
橘
朝
臣　

宝
暦
三
年
一
七
五
三
年
）
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な
ど
文
献
等
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
熊
野
比
丘
尼
達
の
布
教
の
過
程
で
、

霊
験
譚
を
利
用
し
た
宿
泊
所
・
布
教
の
拠
点
と
し
て
の
田
屋
の
神
聖
化
が

図
ら
れ
、
現
在
の
伝
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
も
の
と
予

想
さ
れ
る
が
、
今
後
、
更
に
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

参
考
文
献

写
真
二
、
図
一　

佐
渡
市
世
界
遺
産
推
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課
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エ
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ブ
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渡
市
の

文
化
遺
産
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w
w.city.sado.niigata.jp/sadobunka/denbun/

bunkazai/sado_city/yuukei/arts_craft 8/city_no113.htm

）

大
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彦
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八
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比
丘
尼
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伝
説
」、「
伝
説
「
八
百
比
丘
尼
」
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覧
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日
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と
伝
説
』
平
成
一
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年　

三
弥
井
書
店
（
初
出　

平

成
四
年
『
八
潮
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研
究
第
11
号
』）

國
學
院
大
學
民
俗
文
学
研
究
会
編
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傳
承
文
藝
第
一
八
号　

新
潟
県
佐
渡

郡
羽
茂
町
赤
泊
村
昔
話
集
』
平
成
五
年

児
玉
洋
一
「
続
中
世
檀
那
株
の
研
究
」
宮
家
準
編
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
第

二
一
巻　

熊
野
信
仰
』
平
成
二
年　

雄
山
閣
出
版

宮
家
準
『
熊
野
修
験
』
平
成
四
年　

吉
川
弘
文
館

櫻
井
徳
太
郎
『
日
本
民
間
信
仰
論
』
昭
和
四
五
年　

弘
文
堂

佐
渡
郡
役
所
編
『
佐
渡
國
誌
』
大
正
十
一
年

高
橋
晴
美
「
八
百
比
丘
尼
伝
説
研
究
」『
東
洋
大
学
短
期
大
学
論
集
日
本
文

学
編
一
八
』
昭
和
五
七
年　

東
洋
大
学
短
期
大
学

豊
島
修
『
熊
野
信
仰
の
世
界
│
そ
の
歴
史
と
文
化
│
』
平
成
二
五
年　

慶

友
社

新
潟
縣
神
職
會
佐
渡
支
部
編
『
佐
渡
神
社
誌
』
大
正
十
五
年

根
井
浄
、
山
本
殖
生
編
『
熊
野
比
丘
尼
を
絵
解
く
』
平
成
一
九
年　

法
蔵
館

野
村
純
一
編
「
八
百
比
丘
尼
」『
日
本
伝
説
大
系
第
三
巻
』
昭
和
五
七
年　

み
ず
う
み
書
房

羽
茂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
通
史
編
古
代　

中
世
の
羽
茂
」『
羽
茂
町
史

第
二
巻
』
平
成
元
年　

羽
茂
町

羽
茂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
通
史
編
近
世
の
羽
茂
」『
羽
茂
町
史
第
三
巻
』

平
成
五
年　

羽
茂
町

福
田
晃
編
「
白
比
丘
尼
」『
日
本
伝
説
大
系
第
六
巻
』
昭
和
六
二
年　

み
ず

う
み
書
房

藤
澤
衛
彦
編
『
日
本
傳
説
叢
書　

佐
渡
の
巻
』
大
正
七
年　

日
本
傳
説
叢

書
刊
行
會

堀
一
郎
『
我
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
（
二
）
宗
教
史
編
』
昭
和
四
三
年
（
初

出
昭
和
二
八
年
） 創
元
新
社

松
本
孝
三
「
八
百
比
丘
尼
」『
民
間
説
話
〈
伝
承
〉
の
研
究
』
平
成
一
九
年

三
弥
井
書
店

宮
田
登
編
「
八
百
比
丘
尼
」『
日
本
伝
説
大
系
第
五
巻
』
昭
和
六
一
年　

み

ず
う
み
書
房

柳
田
國
男
「
山
島
民
譚
集
二　

第
六　

八
百
比
丘
尼
」『
定
本
柳
田
國
男
集

第
二
七
巻
』
昭
和
四
五
年　

筑
摩
書
房

渡
邊
昭
五
編
「
清
治
が
淵
（
八
百
比
丘
尼
）」『
日
本
伝
説
大
系
第
四
巻
』

昭
和
六
一
年　

み
ず
う
み
書
房

 

（
と
が
し
・
あ
き
ら
／
國
學
院
大
學
大
学
院
）


